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朝原宣治さんを迎えて



議
　
員

市い
ち　
來き　
利り　
恵え

昭
和
46
年
10
月
11
日
生

政
党	

日
本
共
産
党

当
選
回
数	

３
回

住
所	

野
上
野
二
八
四
番
地
の
四

議
　
員

西に
し　
野の　
　
　
豊

ゆ
た
か

昭
和
30
年
2
月
9
日
生

政
党	

無
所
属

当
選
回
数	

１
回

住
所	

金
池
七
六
番
地

議
　
員

山や
ま　
本も

と　
重し

げ　
信の

ぶ

昭
和
20
年
1
月
26
日
生

政
党	

無
所
属

当
選
回
数	

４
回

住
所	

紀
泉
台
一
八
三
番
地

議
　
員

玉た
ま　
田だ　
隆た

か　
紀の

り

昭
和
40
年
4
月
15
日
生

政
党	

公
明
党

当
選
回
数	

３
回

住
所	

中
黒
四
四
六
番
地
の
五
四

議
　
員

田た　
畑ば

た　
昭し

ょ
う　
二じ

昭
和
27
年
2
月
26
日
生

政
党	

公
明
党

当
選
回
数	

４
回

住
所	

西
国
分
一
〇
四
番
地
の
一
九

議
　
員

𠮷よ
し　
本も

と　
勧か

ん　
曜よ

う

昭
和
33
年
7
月
11
日
生

政
党	

無
所
属

当
選
回
数	

４
回

住
所	

山
一
九
四
番
地
の
一
四

議
　
員

福ふ
く　
山や

ま　
晴は

る　
美み

昭
和
26
年
5
月
3
日
生

政
党	

無
所
属

当
選
回
数	

２
回

住
所	

吉
田
二
七
番
地
の
八

議
　
員

増ま
す　
田だ　
浩こ

う　
二じ

昭
和
31
年
9
月
6
日
生

政
党	

日
本
共
産
党

当
選
回
数	

７
回

住
所	

川
尻
四
六
番
地
の
三
四

平
成
25
年
1
月
27
日
に
執
行
さ
れ
ま
し
た
市
議

会
議
員
選
挙
に
よ
り
、
当
選
し
た
16
名
の
方
々

を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

いわで議会だより − 2−いわで議会だより



議
　
員

松ま
つ　
下し

た　
　
　
元は

じ
む

昭
和
23
年
12
月
25
日
生

政
党	

無
所
属

当
選
回
数	

５
回

住
所	

高
塚
九
三
番
地

議
　
員

上う
え

　
野の

　
耕こ

う

　
志し

昭
和
26
年
4
月
27
日
生

政
党	

無
所
属

当
選
回
数	

３
回

住
所	

紀
泉
台
一
番
地
の
五
七

議
　
員

田た

　
中な

か

　
宏ひ

ろ

　
幸ゆ

き

昭
和
35
年
3
月
7
日
生

政
党	

無
所
属

当
選
回
数	

２
回

住
所	

山
一
四
五
番
地

議
　
員

三み　
栖す　
慎し

ん
太た

郎ろ
う

昭
和
42
年
2
月
3
日
生

政
党	

無
所
属

当
選
回
数	

２
回

住
所	

根
来
一
二
〇
一
番
地

議
　
員

尾お

　
和わ

　
弘ひ

ろ

　
一か

ず

昭
和
22
年
3
月
15
日
生

政
党	

無
所
属

当
選
回
数	

４
回

住
所	

根
来
六
五
七
番
地
の
三
一

議
　
員

梅う
め　
田だ　
哲て

つ　
也や

昭
和
27
年
12
月
5
日
生

政
党	

無
所
属

当
選
回
数	

１
回

住
所	

東
坂
本
四
八
七
番
地

議
　
員

井い　
神か

み　
慶よ

し　
久ひ

さ

昭
和
29
年
2
月
24
日
生

政
党	

無
所
属

当
選
回
数	

３
回

住
所	

清
水
二
八
五
番
地
の
一
一

議
　
員

宮み
や　
本も

と　
要か

な　
代よ

昭
和
22
年
8
月
29
日
生

政
党	

公
明
党

当
選
回
数	

２
回

住
所	

高
瀬
九
六
番
地
の
一
三

いわで議会だよりいわで議会だより− 3−



一般質問
山　下　久美子　議員	 5頁

◎岩出市の子どもたちの明るい未来のために

宮 本 要 代　議員	 6頁
◎子ども子育て支援関連３法について
◎がん対策について

田 畑 昭 二　議員	 7頁
◎危機管理防災室の設置について
◎交通安全対策について
◎図書館の貸し出しについて
◎傷んだ私道について

市 來 利 恵　議員	 8頁
◎改正後の介護保険制度について
◎就学援助制度の給食費の徴収について
◎第３中学校の建設計画を

増 田 浩 二　議員	 9頁
◎平和行政について
◎安全対策について

平成２４年第４回定例会

案　　　件　　　名 結　果

賛否　○……賛成　×……反対　−……賛否に加わっていない
公明党
議員団

日本共産
党議員団

岩出
クラブ 民主いわで ネット岩出

田
畑
昭
二

玉
田
隆
紀

宮
本
要
代

市
來
利
恵

増
田
浩
二

上
野
耕
志

福
山
晴
美

山
本
重
信

土
岐
健
二

松
下
　
元

三
栖
慎
太
郎

田
中
宏
幸

井
神
慶
久

吉
本
勧
曜

山
下
久
美
子

平成 23年度岩出市一般会計歳入歳出決算認定 認　定 ○ ○ ○ × ×

（
議
長
の
た
め
、
賛
否
に
加
わ
る
こ
と
が
出
来
な
い
。）

○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成 23年度岩出市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定 認　定 ○ ○ ○ × × ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成 23年度岩出市介護保険特別会計歳入歳出決算認定 認　定 ○ ○ ○ × × ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成 23年度岩出市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定 認　定 ○ ○ ○ × × ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成 23年度岩出市下水道事業特別会計歳入歳出決算認定 認　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成 23年度岩出市墓園事業特別会計歳入歳出決算認定 認　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成23年度岩出市水道事業会計剰余金の処分及び収入支出決算認定 可決及び認定 ○ ○ ○ × × ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○
岩出市固定資産評価審査委員会委員の選任 同　意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○
岩出市議会会議規則の一部改正 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成 24年度岩出市一般会計補正予算（第３号） 承　認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
岩出市防災会議条例の一部改正 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
岩出市災害対策本部条例の一部改正 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
岩出市暴力団排除条例の一部改正 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
岩出市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
職員の給与に関する条例の一部改正 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
岩出市税条例の一部改正 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
岩出市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改正 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
岩出市下水道条例の一部改正 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
岩出市公営住宅管理条例の一部改正 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
岩出市布設工事監督者及び水道技術管理者の資格等に関する条例の制定 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成 24年度岩出市一般会計補正予算（第４号） 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成 24年度岩出市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成 24年度岩出市介護保険特別会計補正予算（第２号） 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成 24年度岩出市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成 24年度岩出市下水道事業特別会計補正予算（第２号） 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成 24年度岩出市墓園事業特別会計補正予算（第１号） 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成 24年度岩出市水道事業会計補正予算（第２号） 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
市道路線の認定 認　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
那賀休日急患診療所経営事務組合規約の変更に関する協議 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
岩出市監査委員の選任 同　意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
岩出市議会議員定数条例の一部改正 可　決 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
危険な米軍輸送機オスプレイの配備および低空飛行訓練の中止を求める請願書 不採択 × × × ○ ○ × × × × × × × × ×

※質問者本人が質問及び答弁の要点をまとめ、提出のあったものを各議員の責任のもとに掲載しました。
※内容等については質問者にお問い合わせください。

いわで議会だより − 4−いわで議会だより



山下	久美子 議員
（ネット岩出）

子
ど
も
の
視
点
に
立
っ

た
ま
ち
づ
く
り
を
。

質
問今

後
の
ま
ち
づ
く
り
を
考

え
て
い
く
上
で
重
要
で
あ
ろ

う
と
思
う
こ
と
に
つ
い
て
、

質
問
致
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
安
全
で
安

心
し
て
育
つ
こ
と
の
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
次

の
4
つ
の
視
点
が
大
事
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。

1
点
目
は
、
子
ど
も
が
安

全
で
安
心
し
て
外
出
で
き
る

環
境
づ
く
り
で
す
。
道
路
整

備
も
歩
行
者
の
視
点
に
立
っ

て
行
う
こ
と
が
、
子
ど
も
の

安
全
を
確
保
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

2
点
目
は
、
子
ど
も
が
屋

外
に
出
た
く
な
る
環
境
づ
く

り
で
す
。
子
ど
も
た
ち
が
自

由
に
遊
び
や
活
動
が
で
き
る

場
所
、
安
心
し
て
立
ち
よ
れ

る
場
所
を
確
保
す
る
こ
と
が

大
事
で
す
。

3
点
目
は
、
子
ど
も
の
経

験
を
豊
か
に
す
る
環
境
づ
く

り
で
す
。
川
・
森
・
田
等
の

自
然
資
源
を
生
か
し
て
、
地

域
で
の
交
流
を
活
性
化
し
て

い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。

4
点
目
は
、
地
域
で
子
ど

も
を
育
て
る
環
境
づ
く
り
で

す
。
地
域
住
民
の
意
識
の
醸

成
、
関
係
機
関
と
の
連
携
強

化
、
そ
し
て
住
民
全
体
の
継

続
的
な
活
動
を
活
発
化
し
て

い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。

ま
た
、
福
祉
・
保
健
・
医

療
面
だ
け
で
な
く
、
地
域
整

備
に
お
い
て
も
、
道
路
や
公

園
を
は
じ
め
、
ま
ち
を
構
成

す
る
施
設
等
を
整
備
す
る
と

き
は
、
大
人
の
発
想
で
は
な

く
子
ど
も
の
視
点
を
大
切
に

し
た
整
備
、
子
ど
も
の
た
め

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ

と
で
、
高
齢
者
や
障
害
の
あ

る
人
な
ど
、
誰
に
と
っ
て
も

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

答
弁
　
市
長

平
成
17
年
3
月
に
、
平
成

17
年
度
か
ら
平
成
21
年
度
ま

で
の
5
年
間
を
計
画
期
間
と

し
た
次
世
代
育
成
行
動
計
画

前
期
計
画
を
策
定
し
て
お

り
、
平
成
21
年
度
に
必
要
な

見
直
し
を
行
い
、
平
成
22
年

度
か
ら
平
成
26
年
度
ま
で
の

5
年
間
を
計
画
期
間
と
し
た

後
期
計
画
を
策
定
し
て
い

る
。4

つ
の
視
点
を
持
っ
て
環

境
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
と

の
提
言
は
、
こ
の
計
画
の
趣

旨
に
沿
う
も
の
で
あ
る
。

現
在
の
子
ど
も
を
取
り
巻

く
環
境
は
、
都
市
化
や
高
度

情
報
化
に
伴
い
、
子
ど
も
た

ち
の
健
や
か
な
成
長
を
阻
害

す
る
要
件
が
ふ
え
て
き
て
い

る
よ
う
に
思
う
が
、
将
来
を

担
う
子
ど
も
た
ち
を
、
健
全

か
つ
た
く
ま
し
く
育
て
る
地

域
づ
く
り
が
不
可
欠
で
あ
る

の
で
、
引
き
続
き
行
動
計
画

に
基
づ
き
、
岩
出
市
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

答
弁
　
市
長
公
室
長

議
員
指
摘
を
踏
ま
え
、
新

た
な
視
点
と
し
て
、
長
期
総

合
計
画
等
の
策
定
等
に
当

た
り
、
こ
れ
ま
で
は
大
人
の

視
点
で
議
論
し
て
き
た
が
、

活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
、
ふ
れ

あ
い
の
ま
ち
の
実
現
を
目
指

し
て
い
く
上
で
、
今
後
は
、

子
ど
も
の
意
見
あ
る
い
は
考

え
を
集
約
で
き
る
手
法
を

検
討
し
、
ま
ち
づ
く
り
に
反

映
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
く
。

岩出市の子どもたちの
明るい未来のために

いわで議会だよりいわで議会だより− 5−



宮本　要代 議員
（公明党議員団）

②
事
業
計
画
策
定
に
向
け
た

ニ
ー
ズ
調
査
の
た
め
、
平

成
25
年
度
予
算
に
お
い

て
、
経
費
の
計
上
が
必
要

で
あ
る
。

③
新
制
度
へ
の
移
行
に
む

け
、
速
や
か
に
準
備
組
織

を
立
ち
上
げ
て
、
対
応
す

べ
き
で
あ
る
。

子
育
て
施
策
に
つ
い
て

・
新
制
度
の
主
な
ポ
イ
ン
ト

⑴
認
定
こ
ど
も
園
制
度
の
充

実
⑵
給
付
制
度
の
創
設

・
認
定
こ
ど
も
園
、幼
稚
園
、

保
育
所
に
共
通
給
付

・
小
規
模
保
育
に
地
域
型
保

育
給
付

⑶
地
域
の
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
の
充
実

質
　
問

①
地
方
版
子
ど
も
・
子
育
て

会
議
に
、
子
育
て
家
庭
の

ニ
ー
ズ
が
反
映
で
き
る
よ

う
、
子
育
て
当
事
者
等
を

メ
ン
バ
ー
と
す
る
、
合
議

制
機
関
を
設
置
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

答
　
弁
　
生
活
福
祉
部
長

①
設
置
に
向
け
、
組
織
、
構

成
メ
ン
バ
ー
、
運
営
方
法

等
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

る
。

②
計
画
策
定
に
必
要
な
ニ
ー

ズ
調
査
の
経
費
を
、
平
成

25
年
度
予
算
で
検
討
し
て

い
る
。

③
幼
稚
園
と
保
育
所
の
両
担

当
部
局
の
連
携
は
重
要
で

あ
る
。

新
制
度
施
行
に
向
け
、
両

部
局
が
連
携
し
、
作
業
を

進
め
る
中
で
、
準
備
組
織

や
利
用
者
支
援
の
た
め
の

相
談
窓
口
の
設
置
、
啓
発

な
ど
検
討
し
て
い
く
。

が
ん
対
策
に
つ
い
て

質
　
問

①
子
宮
頸
が
ん
検
診
の
実
施

医
療
機
関
の
拡
大
を
。

②
乳
が
ん
の
日
曜
検
診
を
設

け
、
受
診
の
機
会
を
つ
く

っ
て
は
ど
う
か
。

③
乳
が
ん
撲
滅
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
ア
イ
テ
ム
と
し
て
、

「
そ
う
へ
ぃ
ち
ゃ
ん
」
を

用
い
た
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
の

バ
ッ
チ
を
つ
く
っ
て
啓
発

に
使
っ
て
は
ど
う
か
。

答
弁
　
生
活
福
祉
部
長

①
一
般
の
子
宮
が
ん
検
診
を

含
め
、
引
き
続
き
受
託
医

療
機
関
の
拡
大
に
努
め

る
。

②
集
団
検
診
に
お
い
て
、
土

曜
・
日
曜
の
健
診
実
施
に

前
向
き
に
検
討
し
て
い

く
。

③
各
種
が
ん
検
診
の
受
診
率

向
上
の
た
め
、「
そ
う
へ

ぃ
ち
ゃ
ん
」
や
ピ
ン
ク
リ

ボ
ン
の
活
用
も
含
め
、
効

果
的
な
手
法
に
よ
り
、
あ

ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
啓

発
し
て
い
く
。

子
育
て
施
策

　
新
制
度
の
導
入
に
万
全
の
準
備
を

いわで議会だより − 6−いわで議会だより



田畑　昭二 議員
（公明党議員団）

質
　
問

・
万
全
の
危
機
管
理
体
制
を

強
化
す
る
点
で
、
内
室
の

危
機
管
理
室
を
設
置
す
る

考
え
は
。

・
確
か
な
指
揮
命
令
を
発
す

る
こ
と
が
で
き
る
組
織
構

築
の
観
点
で
、
危
機
管
理

監
の
職
を
設
置
す
る
考
え

は
。危

機
管
理
監
の
設
置
は

前
向
き
に
検
討
す
る
。

答
弁
　
総
務
部
長

災
害
時
に
は
全
庁
的
な
対

応
を
行
う
こ
と
と
し
、
防
災

及
び
危
機
管
理
能
力
強
化
の

た
め
、
職
員
が
積
極
的
に
研

修
等
に
参
加
し
、
防
災
士
を

は
じ
め
と
す
る
各
種
資
格
取

得
を
行
う
な
ど
、
市
全
体
で

は
21
名
の
職
員
が
資
格
者
と

な
り
ま
す
。
現
時
点
で
、
危

機
管
理
防
災
室
の
設
置
は
難

し
い
。
し
か
し
、
地
域
防
災

計
画
の
見
直
し
や
、
災
害
時

の
指
揮
命
令
系
統
を
含
め
、

関
係
機
関
等
と
の
連
携
な

ど
、
危
機
管
理
監
の
職
の
設

置
は
前
向
き
に
検
討
す
る
。

冬
場
の
見
え
に
く
い

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
対
策
。

質
　
問

・
冬
場
は
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
が

曇
り
、見
え
に
く
い
た
め
、

大
変
危
険
で
あ
る
。
そ
の

防
止
と
し
て
防
曇
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
が
あ
る
が
、
今
後

新
設
す
る
所
に
導
入
す
る

考
え
は
。

防
曇
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の

導
入
は
今
後
検
討
す
る
。

答
弁
　
事
業
部
長

防
曇
ミ
ラ
ー
は
主
に
寒
冷

地
域
で
設
置
さ
れ
て
お
り
、

通
常
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
よ
り

割
高
と
な
る
こ
と
と
、
多
く

の
地
域
で
設
置
要
望
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
今
後
、
導
入
の

有
無
も
含
め
検
討
す
る
。

図
書
館
で
の
紙
芝
居

貸
し
出
し
に
つ
い
て
。

質
　
問

・
図
書
館
で
の
紙
芝
居
の
貸

し
出
し
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
に
の
み
貸
し
出
す

と
聞
い
て
い
る
が
、
一
般

の
市
民
に
も
貸
し
出
せ
な

い
か
。

大
型
紙
芝
居
は
各
種

団
体
の
み
貸
し
出
し
。

答
弁
　
教
育
部
長

普
通
紙
芝
居
は
縦
27

セ
ン
チ
、
横
39
セ
ン
チ
が

１
，６
８
６
冊
、
大
型
紙
芝

居
は
、
縦
44
セ
ン
チ
、
横
60

セ
ン
チ
が
13
冊
あ
り
、
大
型

紙
芝
居
は
取
扱
い
に
複
数
の

人
数
が
必
要
な
た
め
、
団
体

に
特
定
し
て
貸
し
出
し
を
行

な
っ
て
い
る
。

一
般
の
方
に
つ
い
て
は
、

普
通
紙
芝
居
の
貸
し
出
し
を

行
な
っ
て
い
る
。
団
体
貸
し

出
し
に
つ
い
て
は
、
市
内
の

学
校
・
官
公
庁
・
社
会
教
育

団
体
・
法
人
ま
た
、
読
書
活

動
を
行
う
等
、
環
境
が
適
当

と
認
め
た
団
体
に
貸
し
出
し

を
行
う
の
で
、
図
書
館
へ
相

談
し
て
頂
き
た
い
。

劣
悪
な
私
道
の
修
復
の

救
済
措
置
は
な
い
か
。

質
　
問

・
市
道
移
管
が
困
難
な
私
道

の
修
復
す
る
救
済
措
置

は
、
ま
た
、
原
材
料
支
給

事
業
の
上
限
見
通
し
は
。

10
万
円
の
原
材
料
支
給

の
見
直
し
を
検
討
す
る
。

答
弁
　
事
業
部
長

市
道
移
管
は
積
極
的
に
行

な
っ
て
お
り
、困
難
な
場
合
、

原
材
料
支
給
の
見
直
し
に
つ

い
て
検
討
す
る
。

危機管理室及び
危機管理監の職の設置を!

曇ったカーブミラー

劣悪な私道

危
機
管
理
室
及
び

危
機
管
理
監
の
職
の
設
置
を
。

いわで議会だよりいわで議会だより− 7−



市來　利恵 議員
（日本共産党議員団）

就
学
援
助
制
度
は
生
活
保

護
の
停
止
、
ま
た
は
、
廃
止

に
な
っ
た
方
と
経
済
的
理
由

に
よ
っ
て
就
学
困
難
な
小
・

中
学
校
児
童
生
徒
の
保
護
者

の
方
に
義
務
教
育
費
用
、
学

用
品
費
、
新
入
学
用
品
、
校

外
活
動
費
、
修
学
旅
行
費
、

通
学
用
品
費
、
医
療
費
の
全

額
、
ま
た
は
、
一
部
を
補
助

す
る
制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

質
　
問

就
学
援
助
制
度
を
受
け
て

い
る
方
は
、
給
食
費
も
援
助

の
対
象
で
し
た
。

平
成
23
年
度
か
ら
、
児
童

扶
養
手
当
一
部
支
給
制
限
を

受
け
て
い
る
保
護
者
（
満
額

も
ら
っ
て
い
な
い
方
）か
ら
、

給
食
費
の
徴
収
を
お
こ
な
っ

て
い
る
が
、
徴
収
に
至
っ
た

理
由
は
。

答
弁
　
教
育
部
長

就
学
援
助
世
帯
に
お
い
て

も
、
所
得
の
格
差
が
あ
り
、

世
帯
収
入
状
況
に
応
じ
て
援

助
す
る
の
が
公
平
・
公
正
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
学
校
給
食

費
を
援
助
項
目
か
ら
除
き
保

護
者
負
担
と
し
た
。

質
　
問

長
引
く
不
景
気
の
影
響
を

受
け
、
不
安
定
な
収
入
の
ひ

と
り
親
家
庭
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
就
学
援
助
を
受
け

る
方
の
給
食
費
の
徴
収
を
や

め
る
考
え
は
。

答
弁
　
教
育
部
長

制
度
の
見
直
し
は
考
え
て

い
な
い
。

中
学
校
建
設
問
題
は
、
幾

度
と
な
く
取
り
上
げ
、
い
ろ

い
ろ
な
視
点
か
ら
発
信
し
て

き
ま
し
た
。

質
　
問

市
民
と
議
会
と
行
政
と
の

間
で
協
議
の
場
を
設
け
る
こ

と
を
提
案
す
る
が
、
市
長
の

考
え
は
。

答
弁
　
市
長

さ
き
の
市
長
選
挙
の
折
、

決
着
は
つ
い
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
建

設
計
画
は
な
い
。

答
弁
　
教
育
部
長

第
3
中
学
校
の
建
設
に
向

け
て
の
協
議
の
場
の
設
置

は
、
考
え
て
い
な
い
。

質
　
問

人
口
構
成
か
ら
も
、
出
生

数
は
毎
年
５
０
０
人
以
上
が

予
想
さ
れ
、
社
会
増
を
加
味

す
れ
ば
、
引
き
続
き
中
学
生

は
１
，６
０
０
名
の
水
準
を

続
け
る
も
の
だ
と
思
わ
れ
る

が
、
人
口
増
認
識
は
。

答
弁
　
教
育
部
長

平
成
26
年
ま
で
は
、
横
ば

い
。
そ
れ
以
降
は
、
生
徒
数

は
減
少
と
い
う
よ
う
に
つ
か

ん
で
い
る
。

給食費の徴収をやめろ!!
（就学援助制度）

第
３
中
学
校
の
建
設
計
画
を

いわで議会だより − 8−いわで議会だより



増田　浩二 議員
（日本共産党議員団）

る
。
県
民
の
命
を
救
う
県
の

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
に
も
影
響
す

る
が
市
長
の
見
解
は
。

核
兵
器
は
究
極
の
戦
争
の

道
具
。
憲
法
改
正
で
戦
争
の

で
き
る
国
作
り
や
核
保
有
発

言
や
潮
流
が
生
ま
れ
て
い
る

が
核
廃
絶
へ
の
見
解
は
。

質
　
問

平
和
行
政
推
進
へ
、
市
は

平
和
市
長
会
議
に
加
盟
し
て

き
た
が
、「
平
和
バ
ス
」「
平

和
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
」「
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
な
ど
の
取
り

組
み
を
進
め
る
べ
き
で
す
。

沖
縄
普
天
間
基
地
に
配
備

さ
れ
た
オ
ス
プ
レ
イ
は
、
墜

落
事
故
を
繰
り
返
し
て
い
る

軍
用
機
。
和
歌
山
県
で
も
オ

レ
ン
ジ
ル
ー
ト
で
訓
練
に
組

み
込
ま
れ
て
い
る
。
全
国
知

事
会
で
も
安
全
性
に
懸
念
が

さ
れ
緊
急
決
議
も
さ
れ
て
い

答
弁
　
市
長

平
和
へ
の
取
り
組
み
は

様
々
な
方
法
が
あ
り
、
平
和

バ
ス
に
限
定
し
て
の
取
り
組

み
や
人
権
を
考
え
る
つ
ど
い

な
ど
の
各
種
事
業
も
行
っ
て

お
り
、
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
に

限
定
し
て
行
う
考
え
は
あ
り

ま
せ
ん
。

軍
事
力
を
背
景
に
台
頭
す

る
抑
止
力
と
し
て
外
交
、
安

全
保
障
の
基
軸
は
日
米
安

保
。
配
備
で
、
在
日
米
軍
の

抑
止
力
が
強
化
さ
れ
れ
ば
容

認
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

「
核
兵
器
に
関
す
る
シ
ュ

ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
ぐ
ら
い
や
っ

た
ら
い
い
が
」
と
発
言
し
た

政
治
家
は
い
た
が
核
保
有
を

主
張
し
て
い
る
政
党
も
な
い

し
潮
流
も
生
ま
れ
て
い
な

い
。

道
路
拡
幅
や
交
差
点
改
良

の
必
要
性
は
低
い
。

③
過
去
3
年
間
、
地
元
か
ら

要
望
は
な
い
。

④
保
護
者
、
地
元
か
ら
の
要

望
も
あ
り
、
平
成
25
年
度

補
修
工
事
の
予
算
計
上
し

て
い
る
。

⑤
学
校
に
問
い
合
わ
せ
た
が

転
落
事
故
も
な
い
。
水
路

も
浅
く
必
要
性
は
低
い
。

⑥
市
政
懇
談
会
で
も
要
望
が

あ
っ
た
が
、
用
地
確
保
が

難
し
い
。
協
力
得
ら
れ
れ

ば
検
討
し
た
い
。

道
路
。
地
盤
沈
下
、
道
路

亀
裂
に
検
証
と
補
強
対
策

を
。

⑤
根
来
小
学
校
の
校
門
か
ら

南
側
の
用
水
路
に
溝
蓋
を
。

⑥
さ
く
ら
保
育
所
か
ら
農
免

道
路
間
は
南
北
の
基
幹
幹

線
と
な
っ
て
い
る
。
歩
道

も
な
く
車
の
対
向
す
ら
困

難
な
状
況
の
安
全
確
保
を
。

答
弁
　
事
業
部
長

①
歩
道
設
置
の
必
要
は
な
い
。

②
見
通
し
は
問
題
は
な
い
。

質
　
問

①
岩
出
小
学
校
岡
田
方
面
通

学
路
。
前
川
橋
か
ら
岩
出

小
学
校
北
ま
で
の
狭
い
部

分
に
歩
道
整
備
を
。

②
農
免
道
路
、
根
来
団
地
方

面
か
ら
の
交
差
部
分
の
見

通
し
の
改
善
、
拡
幅
を
含

め
た
交
差
点
改
善
を
。

③
経
塚
団
地
1
号
線
。
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
も
な
い
状
態
で

す
。安
全
対
策
の
改
善
を
。

④
山
崎
北
保
育
所
へ
の
通
用

平
和
行
政
の
推
進
を６

地
点
の
交
通
安
全
対
策
を

平
和
と
安
全
を
脅
か
す

オ
ス
プ
レ
イ
配
備
へ
の
見
解
は

いわで議会だよりいわで議会だより− 9−



第25回近畿市町村広報紙コンクールで、

奨励賞を受賞

■
議
会
広
報
常
任
委
員
会

委 

員 

長　

松
下　
　

元

副
委
員
長　

宮
本　

要
代

委
　
　
員　

三
栖
慎
太
郎

〃
　

福
山　

晴
美

〃
　

市
來　

利
恵

〃
　

吉
本　

勧
曜

〃
　

土
岐　

健
二

花
や
草
木
が
芽
吹
き
春

の
訪
れ
を
感
じ
る
弥
生
三

月
。こ
の
メ
ン
バ
ー
で
「
議

会
だ
よ
り
」の
編
集
は
最

後
で
す
。

読
ん
で
い
た
だ
く
誌
紙

を
め
ざ
し
取
り
組
ん
で
参

り
ま
し
た
。

今
後
と
も
ご
愛
読
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

おにはそと

ふくはうち
!

いわで議会だより − 10 −


